
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。

◆活動が５月で丸１０年の節目を迎

えました。

◆生活相談活動は毎年400件前後で、

今年度は425件。福祉関係相談が

最多で89件。

◆路上生活・虐待等緊急保護は24件。

短期貸付生活資金は20件と、相変

わらず世相は厳しい状況。

◆集え～る・ひまわ

りマイクロバスの

旅は今年も好評。

年51週763人の参加でした。

◆商店街・笠岡諸島・干拓等の応援

活動は、地域団体や障がい者作業

所も参加し、広がりを見せました。

◆2017年の発足時は６

名でしたが、2018年

笠岡分室を設置し、

定員増加の中で、現

在は５５人の利用者。

◆支援費歳入も前年比700万余円増

で総額6000万超と、三洋・すみよ

しの赤字部門を補完する、元気会

の財政的屋台骨となっています。

◆次第にすみよしキッズのあたたか

い療育の実力が認知され、20名を

超える利用者とな

っています。

◆６歳で卒業のため、

毎年４月には利用

者減となる傾向の中で「放課後デ

イ」を新年度から開設し人気です。

◆家族の方々から好評の１つに「送

迎サービス」があります。

◆キッズとの関わりの中から今年３

月オープンの「こども食堂」が生

まれるなど、こどもの力は大きい

です。

◆２年目を迎えました。開所時は８

名でしたが、現在24名です。

◆送迎・食事・日常

生活支援等、重度

の障がいを持つ方

々と共に生き、家

族方とのコミュニ

ケーションなど、

創意工夫の「介護力」をスタッフ

が身に付け、力強くなっています。

◆支援費収入も前年比1000万余円と

伸びは見せていますが、赤字です。
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◆未収益及び収益事業全てを合計し

た収入は、３年前が約7000万円。

昨年が１億2800万円。本年は約１

億5000万円となっています。総支

出額は約１億4600万円ですので、

約400万円程のプラスが計上され

ました。

帳簿上はこうですが、手元にはい

つもお金はありません。汗(^_^;)

全スタッフは35人。人件費率は66

％。全スタッフの内、高齢者11人、

障がい者３人。頑張ってます！

今年の総会は、役員改選年度です。

役員10名の内、この期で河田仁志

さんと森本洋子さんが退任されます。

お二人とも開設以来10年間、活動

を地道に支えていただきました。あ

りがとうございました。感謝。

後任は、試され済みの実践活動家

の応本誠志さんと、笠岡手をつなぐ

親の会代表などをされている野村泉

さんです。

どうぞ、お二人ともよろしくお願

いします。 m(_ _)m



５月５日､70～74歳の部
男子400ｍに出場。
岡山県では一位でしたが、
全国一位の山口県・上田
選手と勝負。ボロ負けで
した。

市制開始の昭和27年から
令和４年までの70人。
各年度のゼッケンで、歩
き走りです。

2020年７月
に市議会議
員として、
公務中に脳
梗塞で倒れ、
リハビリに専念されてい
た樋之津さん。
議員辞職をされてますが、
この程退院。こんなに元
気回復。

こどもさん達が楽しく
仲良く元気よく、一緒に食べ
てもらおうと、三洋シェフが
力を入れてます。

子ども：無 料
大 人：300円

ぜひ、来てネ♪

ご存知の村田兆治選手、達
川光男選手、谷沢健一選手
など往年のスター選手が新
山の古代の丘どんぐり球場
に勢揃い。


